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益山外松里 石榔墓 粗文鏡，銅泡2．　円形器1． 全栄来，
碧辰簡玉110，黒陶片 「全北遺跡報告」
1975
益山龍堤里 石榔墓 細形銅剣片ユ．　銅銭片ユ．　尖 金元龍
頭器片1．　銅襲1．　銅製葉形 「史学研究」20号
削器 1968
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王　　名 年 月 記 事　内 容
．ユ代温酢王 元年 夏五月 立東明廟
三十八年 冬十月 王築大壇 祠天地
2代　多婁王 二年 春正月 謁始祖東明廟
二月 王祀天地於南壇
6代　仇首王 十四年 春三月 王祀東明廟
7代　古ホ王 五年 春正月 祭天地，一用鼓吹
十年 春正月 設大壇 祀天地山川
十四年 春正月 祭天地於南壇
9代　責稽王 二年 春正月 謁東明廟
10代　粉西王 二年 春正月 謁東明廟
11代　比流王 九年 夏四月 謁東明廟
十年 春正月 祀天地於甫郊 王親割実性
13代比肖王 二年 春正月 祭天地神紙
17代阿華王 二年 春正月 王謁東明廟 祭天地於甫壇
18代映支王 二年 春正月 王謁東明廟 祭天地於甫壇
25代東城王 十一年 冬十月 王設壇祭天地
　『三国史記』百済本紀に「謁東盟廟」「祭天地」の記録は王自身が始祖廟，祭壇で祭祀を主管
して執り行なったと言うのである。このような祭儀は統治者の権威を高めると共に部族基盤とし
て国民の結束力を高めようとする意味が強調されており，春の祈豊祭と秋の収穫祭の祭儀形態を
もとにしていると見る。天地神と始祖神に祭祀を行う時期が正月，二月に集中しているのは歳時
の農耕儀礼と関係があり，農耕祭が始狙廟に親祀することで代替したのではないかと思われる。
始祖廟に対する祭祀は農耕祭に関するものが原型的であるが，次第に国家の諾盤の関心事を祈る
ための儀礼に発展して行った。王自身が始祖廟に拝謁し，天地神に祭祀するのは王が国政を遂行
する過程であり神政政治の様子と見られる。馬韓社会では漢四郡設置以後，鉄器文化の伝来によっ
て氏族共同体の族的基盤が崩れた。また，仏教を受け入れる以前の社会では社会運営の価値秩序
を始祖神である東明を崇拝することにおき，社会の安全と尭展を図って行ったようである。始祖
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廟に対する記事が百済の18代膜支王以後見えない点がこの事実を立証している。在来の蘇塗信仰
は古代国家成立以後，始祖信仰として代替されていく。確立されていない王の政治的立場を始祖
信仰で強化し，王権を伸張させた。その後，百済の15代の枕流王の時に仏教が伝えられた以後，
始祖信仰は仏教に吸収されて行ったと思われる。
　このよ一うな祭儀の社会化の過程は蘇塗信仰の延長線上にその関連性を深め，社会発展に合う文
化の段階を伴いながら国家運営の原理に中枢の機能を持ち，王権の強化と思想的統一を成すのに
基本的な土台を築くようになる。
w．結　　論
　『三国志』魏志東夷伝，韓條の蘇塗は天君に対する農耕儀礼が行われたことを示唆してくれる。
この文献記録は馬韓の社会発展段階と国家の性格，そして農耕の生活相を表わしている。大田で
出土した農耕文青銅器に農耕作業の場面と蘇塗＝ソッテの絵は，そのような事実を立証している。
この農耕文青銅器は宗教的な象徴性を持つ儀器でその儀式が大田の椀亭洞石棺墓で出土した防牌
形銅器と似ている。錦江流域に分布している石棺墓遺跡で出土する青銅器遺物は青銅儀器が主流
を成しており，石器類や鉄器の製品はほとんどみられず純粋に青銅遺物だけが出土しており，こ
の地域の先住土着勢力の独特な文化の性格を表わしている。儀式の用具である遺物は，細形銅剣，
多鉦細文鏡，銅鐸，剣把形銅器，防牌形銅器等である。このような遺物等は鋳造の技術が優れて
おり土着住居民らの生活と文化水準が高かったことを窺わせる。この椀亭洞の石棺墓の系統は
B．C5～3世紀頃に推定でき青銅器申期と思われる。このような青銅器文化を享有した先住土着
勢力は季節の変化に適応し農耕生活をする住民たちで，青銅器文化を所有した滅循族の一派であ
る歳狛朝鮮系の流移民たちとみられる。彼らは馬韓地域へ南下し雑穀農耕を行ないながら部分的
に稲作をしており，水稲よりは陸稲段階の栽培農耕をした。このことは，農耕文青銅器に見られ
る農具であるダービと夫除松菊里の遺跡の穀物からわかる。
　青銅器時代であるB．C3世紀頃の馬韓社会は城邑国家の段階である国邑社会で，血縁の族的基
盤を持つ氏族共同体の邑落社会から地縁共同体の国邑社会に移る過渡期の社会段階であり，定着
生活と剰余生産物を生産しながら人口の増加と領域の拡大のために農業生産力拡大が要求され
て，それによって技術の発達と生産の協同体が構成され，豊農と多産を祈願する農耕祭儀が開催
されたと見られる。北方氏族から直接的に政治・軍事的な威脅を受けないで，部族間で政治的葛
藤や対立的戦争をせず，豊かな農耕生活をしながら相互協同的で，互恵的な紐帯関係を維持して
いた単純な君長杜会（Simp1e　Chiefdoms）であっただろう。このような社会の段階で部長の地位
は，政治的役割よりは祭祀長としての役割に比重を置いていたとみられる。
　天君は政治的君長であり祭祀長を兼ねる神政的な君長であったと見られる。いってみれば，国
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邑杜会で指導者（1eader）であり，司祭（priest）に近い地位であっただろう。
　邑落社会では季節祭りと農耕祭儀として部落祭を行ったが，、城邑国家段階では各部族を統合し
て国家内部的秩序と安定を求める。
　農耕生産を増進させるために，天君は部族内の精神的統一世界を形成するための手段として邑
落段階の諸神を統合するため太陽崇拝の宗教的心性を社会統合の原理と活用し，天神祭を蘇塗で
行うようになり，多神的な唯一神の信仰の体系を成したのである。この過程で蘇塗信仰は非常に
盛んになり，農耕儀礼であった蘇塗祭は馬韓社会で社会運営の原理を提供した。社会発展の基礎
を蘇塗信仰から求め，また，社会的葛藤を調節する政治的統合の役割を強めて行ったと思われる。
　蘇塗祭は農耕に対する国家的関心の制度的な装置であり，天君は神聖な権威で政治的目的を成
就するために懸垂用と侃用の青銅儀器使用し，青銅儀器は太陽を象徴したり，神の意を伝える機
能を持っており，儀器の文様にも農耕生産に関寺る豊饒と蘇生の信仰的な意味を表わした。準国
家段階での家父長的族長たちは神聖な権威と天神の代行者として神聖族どして登場し，神話を作
り出すようになる。しかし，後期青銅器時代に入ると，馬韓社会では漢四郡の設置以後，鉄器文
化の伝来による急速な杜会の変動と衝撃に蘇塗信仰が積極的に対応できず，古代国家の形態とし
て発展できず，北方流移民勢力により神話発生させることができないまま直接古代国家に移行し
ていったのである。
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